
重点目標 重点目標を達成するための内容 生徒質問項目 評価 保護者質問項目 評価 教職員質問項目 評価 その他

１　避難訓練などの防災教育によっ

て，地震や火災などの災害時に自分が

とるべき行動を理解している。

A
１　学校は台風や積雪などの自然災害

時において、メール等で適切な連絡が

できている。

A
１（学年団教員）学校行事を含め、授

業においても防災教育や安全教育を進

めている。

B

２　登下校時や学校にいるときに不審

者に対して自分がとるべき行動を理解

している。

A

２（全教職員）自分の担当場所につい

て、校内の施設設備の安全点検が実施

できている。

A

３　必要だと考えたときには、マスク

を着用したり、帰宅時に手洗いをした

りして感染症対策を行っている。

A

４　困ったことがあれば相談にのって

くれる友達や先生がいる。
A

２　子どもは家庭で、友達や先生の話

をよくしている。
B

3（全教員）生徒理解の視点を重視し、

個に応じた指導を行っている。
A

５　先生はいじめや困っていることが

あればすぐに取り上げてくれる。
A

３　学校は子どものことについて適切

に相談に応じてくれる。
A

4（全教員）いじめ・不登校の防止や早

期発見、早期対応について共通理解や

組織的対応ができている。

A

６　SNS等を利用するときはモラルや

マナーをきちんと守っている。
A

４　子どもが家庭でインターネットを

利用するときのルールを話し合って決

めている。

B
5（学年団教員）学校行事や授業で、情

報モラルやインターネットの使い方等

についての学習を進めている。

A

③体育館の無い状況で、近隣の施設と

連携して充実した活動を行うとともに

生徒の安全に配慮する。

７　体育館は建設中だが、他の施設を

活用して、授業や学校行事、部活動を

充実して行えた。

A
６（全教職員）体育館が無い状況にも

工夫して充実した教育活動を行ってい

る。

A

８　授業では、１時間のめあてを確認

できていて、最後には１時間の学習を

振り返っている。

B
７（授業担当者）授業では，めあてを

明示し、学習の流れを確認して、最後

には振り返りを行っている。

A

９　ペアやグループ等の話し合い活動

では積極的に自分の考えを言えてい

る。

A
５　子どもは自分の考えをわかりやす

く説明することができる。
B

８（授業担当者）授業では、ペアやグ

ループ学習の場面を多く設定してい

る。

A

10　ほとんどの教科の授業でタブレッ

トが活用できている。
A

６　子どもは学習用タブレットを家庭

に持ち帰って有効に学習に使えてい

る。

B
９（授業担当者）授業中の活動の中

に、タブレットを活用する場面を積極

的に取り入れている

B

10（全教職員）ＩＣＴ活用に関するス

キルを研修や日々の職務によって、前

年度より高めることができた。

A

②生徒自身が学びによって喜びを味わ

い、達成感を実感できる学習活動を行

う。

11　授業での学習活動において、楽し

いと感じたり、やり遂げたことを実感

できたりしたことがある。

A
７　子どもは以前より学習への意欲が

高まったと感じる。
B

11（授業担当者）生徒の関心を引き出

したり、達成感を感じさせる授業を工

夫している。

A

12　積極的に自分の意見を述べ、主体

的に授業に取り組んでいる。
A

12（学年団教員）自分の将来に向かっ

て学習に臨めるようキャリア教育を進

めている。

A

13　自ら進んで家庭学習に取り組んで

いる。
B

８　子どもは何も言わなくても自分か

ら家庭学習を行っている。
B

13（授業担当者）生徒が家庭で主体的

に学習に取り組めるよう手立てを工夫

している。

B

総合評価 次年度への改善策 学校関係者の意見

令和６年度　神山中学校　学校評価　総括評価表

評価指標　アンケート肯定的評価・・・８０％以上：Ａ，７９～６０％：Ｂ，５９～４０％：Ｃ，４０％未満：Ｄ

１　安全安心な学校づくりを推進

する。

①安全教育・防災教育を推進するとと

もに学校の安全対策及び感染症対策に

努める。

②生徒相互及び生徒の間の信頼関係を

確立するとともに、いじめや不登校の

早期早期対応と解消に向けた取組に努

める。

・概ね安全安心な学校づくりが推進できていると言える。

・生徒質問項目1,2、保護者質問項目1の肯定的回答が90％を超えており、安全に対する学校

の取組が評価されている。

・思春期を迎えた発達段階ということもあり、家庭では学校でのことを保護者にあまり話さ

ない生徒もいる。

・生徒質問項目5、保護者質問項目3の肯定的評価は95％を超えており、信頼関係を築きな

がら取り組みが進められていると言える。

・生徒質問項目7、教職員質問項目6の回答から、新しい体育館を使用しての学習活動や部活

動は充実して行えたと言える。

・生徒はインターネットの使い方について適切だと認識しているが、保護者の回答は昨年か

ら横ばい状態であり、家庭でのルールづくりには課題が見られる。

・学校での活動を直接見られる参観授業やオー

プンスクール、学校行事の機会への保護者参加

を促す。

・スマホ・インターネット安全教室等の活動時

に保護者参加を検討する。

・いじめや不登校への組織的対応を一層推進す

る。

・教職員質問項目1の評価が生徒や保護者の比べて低いのは何

か理由があるのか。（授業の中での取り組みという点で評価

が低くなったのではないかと思われる。）

・避難や引き渡しの判断は非常に難しい。

・Ｊアラート（ミサイル発射）は、最近は取り上げられなく

なった。

・役場などの関係機関と連携しての訓練も大切である。

・体育館の部活動で冷房は使えないのか。

２　確かな学力を育成する。

①主体的・対話的で深い学びの実現を

めざし、ＩＣＴを活用した授業実践を

展開する。

③生徒が自分の将来にとって必要な学

びを意識し、主体的に学習に取り組む

態度を育てる。

総合評価 次年度への改善策 学校関係者の意見

・確かな学力の育成について、生徒自身の評価は高いが保護者からの評価はそれほどでもな

い。保護者からは、今以上に学習に取り組んでほしいという要望があると考えられる。

・授業でのめあての確認やふり返りについて、生徒と教師との評価に差があり、生徒に十分

に意識させられていないという課題がある。

・生徒質問項目10の肯定的評価は81%、教職員質問項目9の肯定的評価は77%であり、授業

におけるタブレットの有効な使用方法について課題がある。

・保護者質問項目6の肯定的評価は60%であり、家庭学習におけるタブレットの有効な活用

についても研究の余地がある。

・生徒や教職員は授業時の話し合い活動が充実していると考えているが、保護者は子どもが

自分の考えをわかりやすく説明する力がまだ備わっていないと感じている。

・生徒質問項目13では肯定的回答が6ポイント下がっており、保護者質問項目8でも肯定的

ポイントがやや下がるなど家庭学習の意欲の向上、内容の充実に取り組む必要がある。教職

員質問項目13でも肯定的回答が増えているが、十分ではなく工夫が必要である。

・タブレットの活用を今以上に進めていき、生

徒が有効に学習に使用できるよう指導するとと

もに、教職員も活用能力を高め、授業で使える

場面を工夫していく。

・家庭学習におけるタブレットの効果的な使用

について、内容や方法を検討する。

・学習活動の中で、自分の考えを適切に表現で

きる力の一層の向上を図る。

・家庭でも進んで学習を行えるような、主体的

な学びを子どもが行う仕掛けづくりを研究す

る。

・基礎的な学力の定着については、二極化の傾向があるよう

だ。小学校とも連携して進める必要があるのではないか。

・タブレットの使用では、沢山の情報の中から自分にとって

有益な情報を選ぶ力が最も大切である。

・新聞記事で、「タブレットの使用時間は増えているが、学

習時間は減っていいる。」というものがあった。

・保護者も本人も正しい学習の方法や評価が分からない。分

からないから「勉強しな。」しか言えない。

・各学期や段階で身につけるべき力の基準やつまずきの箇所

を保護者に知らせることはできないか。

・学区制の変更についての、危機感をもってほしい。

・単元末テストの効果はどのようなものか。生徒に緊張感が

ないのではないか。

・期末テストをもっと遅くしてはどうか。

・読書によって国語力を付けてほしい。



14　大きい声で友達や先生にあいさつ

している。
A

９　子どもは早寝早起き・朝ごはんな

どの生活習慣が身についている。
B

15　部活動は楽しく、積極的に参加し

ている。
A

14（部活顧問）生徒は部活動で自発的

に行動できている。
A

16　神中祭等の行事や委員会活動など

で、意見を出したり、進んで活動した

りできた。

A
10　神中祭等の行事で、生き生きとし

た子どもの姿が見られた。
A

15（全教職員）神中祭等の行事におい

ては、生徒の意見や自発的な行動を促

す工夫ができた。

A

17　道徳等の時間に友達と話し合えた

り、手を挙げて考えを発表したりでき

ている。

A
11　子どもはやさしい人間として育っ

てきていると感じている。
A

16（学年団教員）道徳等の時間に、生

徒同士話し合う場面を積極的に取り入

れるよう工夫している。

A

18　学級での人権学習や合同学習は自

分にとって大切な勉強だと思う。
A

12　子どもは友達と良い人間関係を築

き上げている。
A

17（学年団教員）道徳や学活の時間に

計画的に同和問題をはじめとする人権

学習を進められている。

A

19　合同学習や清掃等の縦割り班活動

を積極的に行えている。
A

③特別支援教育のための校内体制を充

実させ、適切な合理的配慮を提供す

る。

20　先生は一人一人に応じた対応をし

てくれている。
A

18（全教員）個々の教員が特別支援教

育への学ぶ姿勢を大事にし、協働的な

校内体制ができている。

A

①各種たよりの発行やホームページの

活用により積極的な情報発信を行う。

21　学校からの配布物や通知はきちん

と家の人に渡している。
B

13　学校だよりや学校のホームページ

をよく見ている。
B

19（全教職員）各種たよりやホーム

ページ等での情報発信を適切に行うこ

とができた。

A

②教職員のコンプライアンス意識の醸

成に努め，信頼される学校組織をつく

る。

20（全教職員）教職員は倫理観や責任

感を持っており，節度ある態度で職務

に臨んでいる。

A

③ふるさとに学ぶ学習活動を重視し，

校区の学校や団体と連携しながら，へ

き地教育の研究活動を進める。

22　神山町についての学習やつなぐ公

社などの地域の方たちと行った学習活

動が印象に残っている。

A
21（学年団教員）子どもたちに学習に

よって，ふるさとを大切に思う気持ち

を育てることができた。

A

22（全教職員）自分の役割を責任を

持って果たすとともに、他の教職員の

役割にも協力することができた。

A

23（全教職員）自分が行っている業務

を改善するために、他の教職員からの

アドバイスを受け検討した。

A

②全教職員による共通理解を大切に

し、個々の学びの成果を教職員全員と

共有する。

24（全教員）自分が研修してきた内容

を他の教職員に広めることができた。
A

25（全教職員）教職員間の人間関係は

良いと感じる。
A

26（全教職員）学校全体として働き方

改革が進められている。
B

27　(県費職員)校務支援システムやグ

ループウェアの運用について理解が進

み、昨年より適切に活用できた。

A

学校関係者の意見

３豊かな心と健やかに生きる力を

育成する。

①基本的な生活習慣の定着を図り、運

動機会を大切にするとともに、特別活

動等を通して自主性や創造力を伸長す

る。

②人権を尊重する精神を育み、同和問

題をはじめとする人権問題についての

正しい理解と実践力の育成に努める。

総合評価 次年度への改善策

・豊かな心の育成と健やかに生きる力の育成について概ね推進できていると言える。

・保護者質問項目9の肯定的回答75％と昨年と横ばい状態である。家庭での望ましい生活習

慣の定着ができていない生徒が一部にいる。

・生徒質問項目の肯定的回答はおおむね95％を超えており、部活動や学校行事に積極的に取

り組むことができている。

・保護者質問項目の11,12,13についても肯定的回答は高い値であり、生徒は豊かな人間性を

育み、良好な友達関係を築いていると評価されている。

・教職員質問項目14の肯定的評価が12ポイント減少しており、部活動の指導について見つ

め直すことが必要かも知れない。

・教職員の回答より、人権学習、特別支援教育について肯定的な回答の値が高かった。

・養護教諭中心に行っている長期休業日等の健

康チェックにおいても、SNS等の利用について

問題が感じられるところであり、アンケート結

果を積極的に活用し、生徒自身が生活を見直す

手だてを充実させる。

・SNS等の利用による夜更かしを防止するため

にも、スマホ・インターネット安全教室等の機

会を有効に活用し、考えさせる。

・生徒の頑張る姿が見えている。

・部活動の地域移行はどのように進んでいくのか。

・平日と休日で別れると、指導者が二人になる。生徒が混乱

することが考えられる。

・大会や試合の形も変わることになるだろう。

・神戸市では、中学校での部活動を行わないと決めたよう

だ。

４　保護者や地域住民に信頼され

る学校づくりを推進する。

総合評価 次年度への改善策 学校関係者の意見

・生徒質問項目21の肯定的回答は79％であり、学校からの配布物を保護者に手渡せていな

い生徒がいる。

・教職員質問項目19の肯定的回答が11ポイント向上しており、各種たよりの発信や学校

ホームページの更新のスキルが向上している。

・保護者質問項目13の肯定的回答が8ポイント下がっており、保護者に学校からのたよりや

ホームページの活用を促す必要がある。

・生徒に対して必ず手渡すという指導を行うと

ともに、各家庭との連携を強める。

・ホームページの更新を積極的に行うととも

に、保護者にも伝えて、家庭との連携の一助と

する。

・文書類は保護者からも確認してもらうこと。

・つなぐ公社が移住者とのつながりをつくっているが、その

内容が生徒の役に立っているのか。いろいろな経験している

人が、そのためのための力をどうやってつけたのか、という

話をしてもらう。力をつけて、地元で発揮できるような生徒

を育てられるとよい。

５　協働した組織的な業務執行体

制により、機能的で合理的な学校

運営を行う。

①教職員個々の取組の上に教職員の協

働した取組を重ねる。

③全ての業務を見渡したときに公平感

が感じられる組織づくりを進め、学校

の体制としての働き方改革を推進す

る。

総合評価 次年度への改善策 学校関係者の意見

・概ね達成できているが次の課題がある。

・教職員質問項目24の肯定的回答回答は100%だった。「個人研修の受講奨励」についての

研究に参加したこともあり、個々の教職員の学びを全教職員への拡がりに結びつける筋道が

確認できた。

・教職員質問項目25の回答では、肯定的評価が100％であり、よい雰囲気で職務に取り組め

たと言える。

・教職員質問項目26の肯定的評価が38ポイント減少しており、働き方改革の方策を更に模

索する必要がある。

・教職員質問項目27の回答は肯定的評価が100％であり、校務支援システムの活用について

は、ある程度のスキルが蓄積されたものと考えられる。

・研修の仕組みの改革に対応し、個々の学びを

全体へ広げる取り組みを継続できるようにす

る。

・部活動の地域移行への取り組みを見据え、働

き方改革につながる取り組みの一層の推進を図

る。

・病休（心の病）はなかったのか。

・いい雰囲気で勤務できているようだが、働き方改革の評価

はそれほどでもない。

・教科の授業と総合的な学習などのバランスを考えて、取捨

選択する必要がある。

・地域未来塾の負担はなかったのか。

・不登校生の進路は決まっているのか。引きこもってはいな

いか。神山でも大人の引きこもりがあることを心配してい

る。学校だけの対応では難しい。保護者の思いを受けての対

応が大切である。


